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表2-3-1
堤防の整備状
況
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治水対策案⑦
【対策案の概
要】
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表4-2-4-(1)
治水対策案の
グループ

⑬
水田等の保全（機能向上）＋河道の掘削
＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の水田の保全（機能向上）を行うことにより流出の抑制を図り流量を低減させる。
不足分を樹木伐採を行い、不足分を河道掘削にて対応する。

⑭
雨水貯留施設＋水田等の保全（機能向上）
＋河道の掘削＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の学校（校庭）や公園に雨水貯留施設、大分川流域内の水田の保全（機能向上）を行うことにより流出
の抑制を図り流量を低減させる。
不足分を樹木伐採を行い、不足分を河道掘削にて対応する。

⑮
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋輪中堤＋水田等の保全
（機能向上）＋河道の掘削＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の学校（校庭）や公園に雨水貯留施設、大分川流域内の家屋に雨水浸透施設を設置、大分川流域内の
水田の保全（機能向上）を行うことにより流出の抑制を図り流量を低減させる。
七瀬川沿いに輪中堤を建設し、不足分を樹木伐採、河道掘削にて対応する。

できるだけ雨水の河川への
流出を抑制する案
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No.
対策案の概要（整備計画河道改修以外）グループ

No.
治水対策案　　

⑬
水田等の保全（機能向上）＋河道の掘削
＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の水田に水田の保全（機能向上）を行うことにより流出の抑制を図り流量を低減させる。
不足分を樹木伐採を行い、不足分を河道掘削にて対応する。

⑭
雨水貯留施設＋水田等の保全（機能向上）
＋河道の掘削＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の学校（校庭）や公園に雨水貯留施設、大分川流域内の水田に水田の保全（機能向上）を行うことにより
流出の抑制を図り流量を低減させる。
不足分を樹木伐採を行い、不足分を河道掘削にて対応する。

⑮
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋輪中堤＋水田等の保全
（機能向上）＋河道の掘削＋河道内の樹木伐採

大分川流域内の学校（校庭）や公園に雨水貯留施設、大分川流域内の家屋に雨水浸透施設を設置、大分川流域内の
水田に水田の保全（機能向上）を行うことにより流出の抑制を図り流量を低減させる。
七瀬川沿いに輪中堤を建設し、不足分を樹木伐採、河道掘削にて対応する。

No.
対策案の概要（整備計画河道改修以外）グループ

No.
治水対策案　　

できるだけ雨水の河川への
流出を抑制する案

5
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表4-2-5-(6)
治水対策案の
評価軸ごとの
評価④

治水対策案⑦

芹川ダムかさ上げ案

・大分川　：　芹川ダムのかさ上げ
・七瀬川　：　樹木伐採＋河道の掘削

・大分川　：　河道改修
・七瀬川　：　河道改修

地域社会へ
の影響

●地域間の利害の衡
平への配慮がなされ
ているか

【芹川ダムかさ上げ】
・既存ダムのかさ上げを行うため、移転を強いら
れる水源地と、受益地である下流域との間で、
地域間の利害の衡平の調整がさらに必要となる
と予想される。

　　　　　　　　　　　治水対策案と
　　　　　　　　　　　実施内容の概要

評価軸と評価の考え方

治水対策案⑦

芹川ダムかさ上げ案

・大分川　：　芹川ダムのかさ上げ
・七瀬川　：　樹木伐採＋河道の掘削

・大分川　：　河道改修
・七瀬川　：　河道改修

地域社会へ
の影響

●地域間の利害の衡
平への配慮がなされ
ているか

【芹川ダムかさ上げ】
・既存ダムの再かさ上げを行うため、移転を強い
られる水源池と、受益地である下流域との間
で、地域間の利害の衡平の調整がさらに必要と
なると予想される。

　　　　　　　　　　　治水対策案と
　　　　　　　　　　　実施内容の概要

評価軸と評価の考え方
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(2) 利水参画
者の水需給状
況

基本式
　○基本式各項目の推計手法：過去１０ヵ年（平成９年～平成１８年）のデータを用いて社会的要因を考慮して推計を実施
（計画給水区域内人口×水道普及率×一人一日生活用水＋業務・営業用水＋工場用水＋その他用水）÷有収率÷負荷率×ロス率

　○基本式各項目の推計手法：過去１０ヵ年（平成９年～平成１８年）のデータを用いて社会的要因を考慮して推計を実施
（計画給水区域内人口×水道普及率×一人一日生活用水＋業務・営業用水＋工場用水＋その他用水）÷有収率÷負荷率×（１＋ロス率）

基本式
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(3) 必要な開
発量の確認結
果
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対策案⑦
【対策案の概
要】
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表4-3-6-(3)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価① 表4-3-7-(3)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価①

表4-3-6-(3)
新規利水対策
案の評価軸ご
との評価①
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表4-3-6-(4)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価② 表4-3-7-(4)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価②

表4-3-6-(4)
新規利水対策
案の評価軸ご
との評価②
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表4-3-6-(5)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価③ 表4-3-7-(5)　新規利水対策案の評価軸ごとの評価③

大分川ダム建設事業の検証に係る検討　報告書（九州地方整備局　平成24年5月）　正誤表

表4-3-6-(5)
新規利水対策
案の評価軸ご
との評価③

対策案①
芹川ダムかさ上げ案

地域社会への影響 ●地域間の利害の衡平への配慮がなされているか

・既存ダムのかさ上げを行うため、移転を強いられる水源地と、受益地
である下流域との間で、地域間の利害の衡平の調整が必要となる。

ダム再開発（芹川ダムかさ上げ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利水対策案と実施内容の概要

　　評価軸と評価の考え方

対策案①
芹川ダムかさ上げ案

地域社会への影響 ●地域間の利害の衡平への配慮がなされているか

・既存ダムの再かさ上げを行うため、移転を強いられる水源池と、受益
地である下流域との間で、地域間の利害の衡平の調整が必要となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利水対策案と実施内容の概要

　　評価軸と評価の考え方 ダム再開発（芹川ダムかさ上げ）
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対策案⑦
【対策案の概
要】
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対策案①
芹川ダムかさ上げ案

地域社会への影
響

●地域間の利害の衡平への配慮がなされているか

・既存ダムのかさ上げを行うため、移転を強いられる水源地と、受益地である下流域との間で、
地域間の利害の衡平の調整が必要となる。

ダム再開発（芹川ダムかさ上げ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流水の正常な機能の維持対策案と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　実施内容の概要

　　評価軸と評価の考え方

対策案①
芹川ダムかさ上げ案

地域社会への影
響

●地域間の利害の衡平への配慮がなされているか

・既存ダムの再かさ上げを行うため、移転を強いられる水源池と、受益地である下流域との間
で、地域間の利害の衡平の調整が必要となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流水の正常な機能の維持対策案と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　実施内容の概要

　　評価軸と評価の考え方
ダム再開発（芹川ダムかさ上げ）
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表6-2-3寄せ
られたご意見
と検討主体の
考え方


